
(57)【要約】

【課題】設置場所の温度が氷点下以下で燃料電池システ

ムが作動される場合にあって、純水が供給ポンプ内で凍

結するのを防止できる燃料電池発電システムを提供する

。

【解決手段】純水２を貯える純水タンク３と、純水タン

ク３内の純水２を供給先に導く純水配管４と、純水配管

４の途中に設けられた供給ポンプ１１とを備えた燃料電

池発電システム１であって、冷却水通路７の外壁５に接

触された受熱部１６と、供給ポンプ１１を加熱するヒー

トパイプ１５を設け、このヒートポンプ１５は、この受

熱部１６より高い位置に配置され、供給ポンプ１１の外

周に接触された放熱部１７と、受熱部１６と放熱部１７

との間を連結し、内部に液体冷媒２０が封入された冷媒

通路１８を有する連結部１９とから構成された。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
純 水 （ ２ ） を 貯 え る 純 水 タ ン ク （ ３ ） と 、 こ の 純 水 タ ン ク （ ３ ） 内 の 純 水 （ ２ ） を 供 給 先
に 導 く 純 水 配 管 （ ４ ） と 、 こ の 純 水 配 管 （ ４ ） の 途 中 に 設 け ら れ た 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） と
を 備 え た 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、
前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） を 暖 め る ポ ン プ 加 熱 手 段 （ １ ５ ） ， （ ２ ２ ） を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段 （ １ ５ ） は 、 前 記 純 水 タ ン ク （ ３ ） の 冷 却 水 通 路 （ ７ ） と 前 記 供 給 ポ
ン プ （ １ １ ） と を 連 結 し 、 前 記 冷 却 水 通 路 （ ７ ） 側 か ら 熱 を 受 け て 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １
） 側 に 放 熱 す る 熱 輸 送 手 段 （ １ ５ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ）
。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、
前 記 熱 輸 送 手 段 （ １ ５ ） は 、 前 記 冷 却 水 通 路 （ ７ ） の 壁 部 （ ５ ） ， （ ６ ） に 接 触 さ れ た 受
熱 部 （ １ ６ ） と 、 こ の 受 熱 部 （ １ ６ ） よ り 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ）
に 接 触 さ れ た 放 熱 部 （ １ ７ ） と 、 受 熱 部 （ １ ６ ） と 放 熱 部 （ １ ７ ） と の 間 を 連 結 し 、 内 部
に 冷 媒 通 路 （ １ ８ ） が 設 け ら れ た 連 結 部 （ １ ９ ） と 、 前 記 冷 媒 通 路 （ １ ８ ） 内 に 貯 め ら れ
た 液 体 冷 媒 （ ２ ０ ） と を 備 え た ヒ ー ト パ イ プ （ １ ５ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発
電 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、
前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段 （ １ ５ ） は 、 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） の 近 傍 を 通 る 冷 却 水 配 管 （ ２ １
） と 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） と を 連 結 し 、 前 記 冷 却 水 配 管 （ ２ １ ） 側 か ら 熱 を 受 け て 前 記
供 給 ポ ン プ （ １ １ ） 側 に 放 熱 す る 熱 輸 送 手 段 （ １ ５ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発
電 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、
前 記 熱 輸 送 手 段 （ １ ５ ） は 、 前 記 冷 却 水 配 管 （ ２ １ ） に 接 触 さ れ た 受 熱 部 （ １ ６ ） と 、 こ
の 受 熱 部 （ １ ６ ） よ り 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） に 接 触 さ れ た 放 熱 部
（ １ ７ ） と 、 受 熱 部 （ １ ６ ） と 放 熱 部 （ １ ７ ） と の 間 を 連 結 し 、 内 部 に 冷 媒 通 路 （ １ ８ ）
が 設 け ら れ た 連 結 部 （ １ ９ ） と 、 前 記 冷 媒 通 路 （ １ ８ ） 内 に 貯 め ら れ た 液 体 冷 媒 （ ２ ０ ）
と を 備 え た ヒ ー ト パ イ プ （ １ ５ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、
前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段 （ ２ ２ ） は 、 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） 内 に 配 置 さ れ た 流 体 通 路 （ ２ ５
ａ ） 、 （ ２ ５ ｂ ） を 有 し 、 こ の 流 体 通 路 （ ２ ５ ａ ） 、 （ ２ ５ ｂ ） に 暖 め ら れ た 流 体 を 流 通
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、
前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段 （ ２ ２ ） は 、 前 記 供 給 ポ ン プ （ １ １ ） の 外 周 に 配 置 さ れ た 流 体 配 管 （
２ ９ ） を 有 し 、 こ の 流 体 配 管 （ ２ ９ ） に 暖 め ら れ た 流 体 を 流 通 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃
料 電 池 発 電 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 燃 料 及 び 酸 化 剤 の 加 湿 に 使 用 す る 純 水 の
純 水 供 給 系 に あ っ て 純 水 の 凍 結 を 防 止 す る 技 術 に 係 わ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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【 従 来 の 技 術 】
従 来 例 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム と し て は 、 図 １ ６ に 示 す 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ ８ ８ ８ ０ 号 公
報 に 開 示 さ れ た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 燃 料 と 空 気 か ら 発 電 を 行 う 燃
料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ １ と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ １ に 供 給 さ れ る 燃 料 と 空 気 の 加 湿 を 行 う
加 湿 器 １ ０ ２ と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ １ を 冷 却 す る た め の 冷 却 水 を 貯 め る 水 タ ン ク １ ０
３ と 、 加 湿 器 １ ０ ２ に 供 給 さ れ る 純 水 を 貯 め る 純 水 タ ン ク １ ０ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
純 水 タ ン ク １ ０ ４ と 加 湿 器 １ ０ ２ と の 間 に は 純 水 配 管 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ が 接 続 さ れ て お
り 、 純 水 タ ン ク １ ０ ４ 内 の 純 水 は 純 水 配 管 １ ０ ５ ａ を 通 っ て 加 湿 器 １ ０ ２ に 供 給 さ れ 、 且
つ 、 加 湿 器 １ ０ ２ か ら 排 出 さ れ た 純 水 は 純 水 配 管 １ ０ ５ ｂ を 通 っ て 純 水 タ ン ク に 戻 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
水 タ ン ク １ ０ ３ と 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ １ と の 間 に は 冷 却 水 配 管 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ が 接
続 さ れ 、 水 タ ン ク １ ０ ３ 内 の 冷 却 水 は 冷 却 水 配 管 １ ０ ６ ａ を 通 っ て 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０
１ に 供 給 さ れ 、 且 つ 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ １ か ら 排 出 さ れ る 冷 却 水 は 冷 却 水 配 管 １ ０ ６
ｂ を 通 っ て 水 タ ン ク １ ０ ３ に 戻 る よ う に な っ て い る 。 冷 却 水 配 管 １ ０ ６ ｂ は 、 純 水 配 管 １
０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ に 対 し て な る べ く 同 じ 経 路 を 通 る よ う に 配 置 さ れ 、 共 通 経 路 の 区 間 で は
純 水 配 管 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ に 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
水 タ ン ク １ ０ ３ よ り 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ １ に 供 給 さ れ た 冷 却 水 は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １
０ １ 内 を 通 る 際 に 熱 を 吸 収 す る た め に 冷 却 水 自 体 が 加 熱 さ れ る 。 こ の 加 熱 さ れ た 冷 却 水 が
冷 却 水 配 管 １ ０ ６ ｂ を 通 る こ と に よ っ て 純 水 配 管 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
つ ま り 、 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ ０ ０ が 氷 点 下 以 下 の 場 所 に 設 置 さ れ る 場 合 （ 例 え ば 自 動
車 用 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム と し て 利 用 し た 場 合 ） に あ っ て 、 純 水 配 管 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５
ｂ 内 で 純 水 が 凍 結 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ ８ ８ ８ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 純 水 配 管 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５
ｂ 内 の 純 水 の 凍 結 を 防 止 で き る が 、 供 給 ポ ン プ 内 で の 純 水 の 凍 結 を 防 止 で き な い 。 つ ま り
、 純 水 配 管 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ の 途 中 に は 供 給 ポ ン プ が 設 け ら れ 、 供 給 ポ ン プ は 純 水 配 管
１ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ に 較 べ て 遙 か に 熱 容 量 が 大 き い 。 従 っ て 、 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ ０
０ が 氷 点 下 以 下 の 場 所 に 設 置 さ れ た 場 合 に は 、 純 水 が 凍 結 す る こ と な く 供 給 ポ ン プ 内 に 導
か れ て も 供 給 ポ ン プ 内 を 通 過 す る 際 に 凍 結 し 、 シ ス テ ム の 起 動 が 不 可 能 に な る 恐 れ が あ っ
た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 し た 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷
点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム が 作 動 さ れ る 場 合 に あ っ て 、 純 水 が 供 給 ポ ン プ 内 で 凍 結
す る の を 防 止 で き る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 純 水 を 貯 え る 純 水 タ ン ク と 、 こ の 純 水 タ ン ク 内 の 純 水 を 供 給 先 に 導 く
純 水 配 管 と 、 こ の 純 水 配 管 の 途 中 に 設 け ら れ た 供 給 ポ ン プ と を 備 え た 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ
ム で あ っ て 、 前 記 供 給 ポ ン プ を 暖 め る ポ ン プ 加 熱 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池
発 電 シ ス テ ム で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段
は 、 前 記 純 水 タ ン ク の 冷 却 水 通 路 と 前 記 供 給 ポ ン プ と を 連 結 し 、 前 記 冷 却 水 通 路 側 か ら 熱
を 受 け て 前 記 供 給 ポ ン プ 側 に 放 熱 す る 熱 輸 送 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ
ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 熱 輸 送 手 段 は 、
前 記 冷 却 水 通 路 の 壁 部 に 接 触 さ れ た 受 熱 部 と 、 こ の 受 熱 部 よ り 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記
供 給 ポ ン プ に 接 触 さ れ た 放 熱 部 と 、 受 熱 部 と 放 熱 部 と の 間 を 連 結 し 、 内 部 に 冷 媒 通 路 が 設
け ら れ た 連 結 部 と 、 前 記 冷 媒 通 路 内 に 貯 め ら れ た 液 体 冷 媒 と を 備 え た ヒ ー ト パ イ プ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段
は 、 前 記 供 給 ポ ン プ の 近 傍 を 通 る 冷 却 水 配 管 と 前 記 供 給 ポ ン プ と を 連 結 し 、 前 記 冷 却 水 配
管 側 か ら 熱 を 受 け て 前 記 供 給 ポ ン プ 側 に 放 熱 す る 熱 輸 送 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料
電 池 発 電 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 熱 輸 送 手 段 は 、
前 記 冷 却 水 配 管 に 接 触 さ れ た 受 熱 部 と 、 こ の 受 熱 部 よ り 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 供 給 ポ
ン プ に 接 触 さ れ た 放 熱 部 と 、 受 熱 部 と 放 熱 部 と の 間 を 連 結 し 、 内 部 に 冷 媒 通 路 が 設 け ら れ
た 連 結 部 と 、 前 記 冷 媒 通 路 内 に 貯 め ら れ た 液 体 冷 媒 と を 備 え た ヒ ー ト パ イ プ で あ る こ と を
特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段
は 、 前 記 供 給 ポ ン プ 内 に 配 置 さ れ た 流 体 通 路 を 有 し 、 こ の 流 体 通 路 に 暖 め ら れ た 流 体 を 流
通 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 ポ ン プ 加 熱 手 段
は 、 前 記 供 給 ポ ン プ の 外 周 に 配 置 さ れ た 流 体 配 管 を 有 し 、 こ の 流 体 配 管 に 暖 め ら れ た 流 体
を 流 通 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム が 起 動 さ
れ る 場 合 に あ っ て 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 で 供 給 ポ ン プ が 暖 め ら れ る た め 、 純 水 が 供 給 ポ ン プ 内
で 凍 結 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で
燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム が 起 動 さ れ る 場 合 に あ っ て は 、 暖 め ら れ た 冷 却 水 が 純 水 タ ン ク 内 の
冷 却 水 通 路 を 流 通 し て 純 水 タ ン ク 内 の 純 水 を 解 凍 す る よ う 温 度 管 理 さ れ 、 暖 め ら れ た 冷 却
水 の 熱 が 熱 輸 送 手 段 に よ っ て 供 給 ポ ン プ に 伝 達 さ れ 、 供 給 ポ ン プ が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、
供 給 ポ ン プ を 加 熱 す る 専 用 の 発 熱 手 段 を 付 設 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 ヒ ー ト ポ ン プ は 熱 輸 送 に 伴 う 損
失 が 皆 無 で あ る た め 、 効 率 良 く 供 給 ポ ン プ を 加 熱 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で
燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム が 起 動 さ れ る と 、 伝 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で 暖 め ら れ た 冷 却 水 の 熱
が 熱 輸 送 手 段 に よ っ て 供 給 ポ ン プ に 伝 達 さ れ 、 供 給 ポ ン プ が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、 供 給 ポ
ン プ を 加 熱 す る 専 用 の 発 熱 手 段 を 付 設 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-281130 A 2004.10.7



請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 ヒ ー ト ポ ン プ は 熱 輸 送 に 伴 う 損
失 が 皆 無 で あ る た め 、 効 率 良 く 供 給 ポ ン プ を 加 熱 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 ０ ℃ よ り 高 温 に 暖 め ら れ た 流 体
を 流 通 通 路 に 流 す こ と に よ り 直 に 供 給 ポ ン プ を 加 熱 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 ０ ℃ よ り 高 温 に 暖 め ら れ た 流 体
を 流 通 配 管 に 流 す こ と に よ り 直 に 供 給 ポ ン プ を 加 熱 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は ヒ ー ト パ イ プ １ ５ を 付 設 し た 純 水 タ
ン ク ３ と 供 給 ポ ン プ １ １ の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ は 、 燃 料 と 空 気 か ら 発 電 を 行 う 燃 料 電 池 ス タ ッ ク （ 図 示 せ ず ） と
、 純 水 ２ を 貯 え る 純 水 タ ン ク ３ と 、 こ の 純 水 タ ン ク ３ 内 の 純 水 ２ を 供 給 先 （ 例 え ば 加 湿 器
（ 図 示 せ ず ） ） に 導 く 純 水 配 管 ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 純 水 タ ン ク ３ は 、 外 壁 ５ と 内 壁 ６ の ２ 重 構 造 を 有 し 、 内 壁 ６
内 の ス ペ ー ス に 純 水 ２ が 貯 え ら れ て い る 。 外 壁 ５ と 内 壁 ６ と の 間 は 冷 却 水 通 路 ７ と し て 形
成 さ れ 、 こ の 冷 却 水 通 路 ７ の 両 端 に は 循 環 パ イ プ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 循 環 パ イ プ ８ の 途
中 に は 電 気 ヒ ー タ や 燃 焼 器 等 の 加 熱 手 段 ９ と 循 環 ポ ン プ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 循 環 ポ ン
プ １ ０ に よ っ て 冷 却 水 を 循 環 し 、 冷 却 水 通 路 ７ を 通 る 過 程 で 純 水 ２ と の 間 で 熱 交 換 を 行 う
こ と に よ っ て 純 水 ２ が 所 定 温 度 範 囲 内 に 管 理 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 燃 料 電 池 イ オ ン 交 換 膜
の 保 護 の た め に 、 冷 却 水 は 上 限 温 度 が ８ ０ ℃ 程 度 に 管 理 さ れ る 、 又 、 純 水 タ ン ク ３ の 設 置
場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 に な っ た 場 合 に は 、 加 熱 手 段 ９ に よ っ て 循 環 さ れ る 冷 却 水 の 温 度
を 上 昇 さ せ て 純 水 ２ が 凍 結 し な い よ う に 管 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
純 水 配 管 ４ は 、 そ の 一 端 が 純 水 タ ン ク ３ の 内 壁 ６ 内 の ス ペ ー ス に 配 置 さ れ て い る 。 純 水 タ
ン ク ３ よ り 外 部 に 導 か れ た 純 水 配 管 ４ の 箇 所 に は 供 給 ポ ン プ １ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
供 給 ポ ン プ １ １ は 、 純 水 タ ン ク ３ の 内 の 純 水 ２ を 吸 引 し 、 吸 引 し た 純 水 を 圧 送 す る ポ ン プ
本 体 部 １ ２ と 、 こ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ を 回 転 駆 動 さ せ る モ ー タ 部 １ ３ と を 有 す る 。 そ し て
、 供 給 ポ ン プ １ １ は ポ ン プ 加 熱 手 段 で あ る 熱 輸 送 手 段 の 一 種 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ に よ っ て
加 熱 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 冷 却 水 通 路 ７ の 壁 部 で あ る 外 壁 ５ に 接 触 さ れ た 受 熱 部 １ ６ と 、 こ の
受 熱 部 １ ６ よ り 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 供 給 ポ ン プ １ １ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ の 外 周 に 接 触 さ
れ た 放 熱 部 １ ７ と 、 受 熱 部 １ ６ と 放 熱 部 １ ７ と を 連 結 し 、 内 部 に 冷 媒 通 路 １ ８ が 形 成 さ れ
た 連 結 部 １ ９ と 、 冷 媒 通 路 １ ８ 内 に 貯 め ら れ た 液 体 冷 媒 （ 例 え ば 純 水 、 フ ロ ン 系 冷 媒 ） ２
０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 熱 伝 導 性 が 非 常 に 良 い 材 料 （ 銅 製 、 ア ル
ミ 製 な ど ） に て 形 成 さ れ て い る 。 受 熱 部 １ ６ と 純 水 タ ン ク ３ の 外 壁 ５ と の 間 、 及 び 、 放 熱
部 １ ７ と 供 給 ポ ン プ １ １ の 外 周 と の 間 は 、 ろ う 付 け な ど に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 構 成 に お い て 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 （ 例 え ば － ３ ０ ℃ ） で 燃 料 電 池 発 電 シ ス
テ ム １ が 起 動 さ れ る と 、 加 熱 手 段 ９ が 作 動 し て 冷 却 水 が ０ ℃ 以 上 の 高 温 に 暖 め ら れ る 。 こ
の 暖 め ら れ た 冷 却 水 が 純 水 タ ン ク ３ 内 の 冷 却 水 通 路 ７ を 通 過 す る 際 に 低 温 の 純 水 ２ と 熱 交
換 し 、 純 水 タ ン ク ３ 内 の 純 水 ２ が 解 凍 さ れ る 。 純 水 ２ は ０ ℃ ～ １ ０ ℃ 程 度 に 暖 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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又 、 冷 却 水 の 熱 で 冷 却 水 通 路 ７ の 外 壁 ５ も 暖 め ら れ る た め 、 こ の 熱 が ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の
受 熱 部 １ ６ に 伝 達 さ れ る 。 す る と 、 ヒ ー ト パ イ プ 内 １ ５ の 液 体 冷 媒 ２ ０ が 加 熱 さ れ て 蒸 気
に 変 化 し 、 蒸 気 が 冷 媒 通 路 １ ８ を 上 昇 す る 。 上 昇 し た 蒸 気 は 冷 媒 通 路 １ ８ の 上 方 で 放 熱 部
１ ７ に 熱 を 受 け 渡 し て 液 体 に 変 わ る 。 液 体 は そ の ま ま 滴 下 し 、 冷 媒 通 路 １ ８ の 下 方 に 戻 さ
れ 、 以 上 の 熱 交 換 行 程 を 繰 り 返 す 。 こ の 熱 交 換 行 程 に よ っ て 放 熱 部 １ ７ が 加 熱 さ れ 、 放 熱
部 １ ７ の 熱 が ポ ン プ 本 体 部 １ ２ に 伝 達 さ れ る 。 ヒ ー ト ポ ン プ １ ５ の 加 熱 に よ っ て 供 給 ポ ン
プ １ １ が 加 熱 さ れ 、 供 給 ポ ン プ １ １ が 適 正 な 温 度 （ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 ） に 暖 め ら れ る 。 仮
に 、 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ 内 で 純 水 ２ が 凍 結 さ れ て い る 場 合 に も 解 凍 さ れ 、 純 水 ２ が 適 正 な 温
度 ま で 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
供 給 ポ ン プ １ １ 内 な ど が 適 正 な 温 度 に な る と 、 供 給 ポ ン プ １ １ が 起 動 さ れ 、 純 水 タ ン ク ３
内 の 純 水 ２ が 純 水 配 管 ４ を 通 っ て 供 給 ポ ン プ １ １ 内 に 吸 引 さ れ る 。 供 給 ポ ン プ １ １ 内 は 適
正 な 温 度 （ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 ） に 暖 め ら れ て い る た め 、 吸 引 さ れ た 純 水 ２ が 凍 結 す る こ と
が な い 。 そ し て 、 吸 引 さ れ た 純 水 ２ は 供 給 先 に 純 水 配 管 ４ を 通 っ て 圧 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ が 起 動 さ れ る 場 合 に あ っ て
、 ポ ン プ 加 熱 手 段 で あ る ヒ ー ト ポ ン プ １ ５ で 供 給 ポ ン プ １ １ が 暖 め ら れ る た め 、 純 水 ２ が
供 給 ポ ン プ １ １ 内 で 凍 結 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 純 水 タ ン ク ３ 内 を 通 過 す る 冷 却 水 は 凍 結 し な い よ う に 温 度 管 理 さ
れ て お り 、 暖 め ら れ た 冷 却 水 の 熱 が ヒ ー ト パ イ プ １ ５ に よ っ て 供 給 ポ ン プ １ １ に 伝 達 さ れ
、 供 給 ポ ン プ １ １ が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、 供 給 ポ ン プ １ １ を 加 熱 す る 専 用 の 発 熱 手 段 を 付
設 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 熱 輸 送 手 段 が ヒ ー ト パ イ プ １ ５ に て 構 成 さ れ て い る た め 、 熱 輸 送
に 伴 う 損 失 が 皆 無 で あ り 、 効 率 良 く 供 給 ポ ン プ １ １ を 加 熱 で き る 。 熱 輸 送 手 段 と し て は 、
ヒ ー ト パ イ プ １ ５ 以 外 の も の で あ っ て も 良 く 、 純 水 タ ン ク ３ の 冷 却 水 通 路 ７ と 供 給 ポ ン プ
１ １ と を 連 結 し 、 冷 却 水 通 路 側 か ら 熱 を 受 け て 供 給 ポ ン プ 側 に 放 熱 す る も の で あ れ ば 良 い
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 冷 却 水 の 温 度 上 限 が ８ ０ ℃ 程 度 に 設 定 さ れ 、 結 果 的 に ヒ ー ト パ イ
プ １ ５ の 上 限 温 度 も ８ ０ ℃ 以 下 に 温 度 管 理 さ れ る た め 、 加 熱 に よ っ て ヒ ー ト パ イ プ １ ５ が
破 損 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
尚 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 冷 却 水 通 路 ７ は 、 純 水 タ ン ク ３ の 内 部 に 設 け ら れ て い る が 、
純 水 タ ン ク の 外 周 に 沿 っ て 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ３ は 上 記 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 第 １ 変 形 例 を 示 し 、 第 １ 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ と 供 給
ポ ン プ １ １ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 そ の 放 熱 部 １ ７ ａ ， １ ７
ｂ が 供 給 ポ ン プ １ １ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 １ ３ の 双 方 に 接 触 さ れ て い る 。 こ の よ
う に す れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 比 較 し て 供 給 ポ ン プ １ １ を よ り 迅 速 に 加 熱 で き る 。 尚
、 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 放 熱 部 １ ７ を 供 給 ポ ン プ １ １ の モ ー タ 部 １ ３ に の み 接 触 さ せ て も 良
い 。 つ ま り 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 放 熱 部 １ ７ は 、 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 １ ３ の 少 な
く と も 一 方 に 接 触 さ せ れ れ ば 良 い 。 但 し 、 い ず れ か 一 方 に 接 触 さ せ る 場 合 に は 、 ポ ン プ 本
体 部 １ ２ に 接 触 さ せ た 方 が 内 部 の 純 水 ２ が 暖 た ま り 易 く 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ４ は 上 記 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 第 ２ 変 形 例 の 一 部 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の
第 ２ 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 放 熱 部 １ ７ の 内 部 に ま で 冷 媒 通 路 １ ８ が 延 設 さ れ て い
る 。 蒸 気 か ら 液 体 に 変 化 し た 冷 媒 に よ っ て 放 熱 部 １ ７ の 全 体 が 内 部 か ら 加 熱 さ れ る た め 、
迅 速 に 供 給 ポ ン プ １ １ を 加 熱 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ５ は 上 記 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 第 ３ 変 形 例 の 一 部 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の
第 ３ 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 受 熱 部 １ ６ の 内 部 に ま で 冷 媒 通 路 １ ８ が 延 設 さ れ て い
る 。 冷 却 水 の 熱 を 受 熱 部 １ ６ に 伝 達 さ れ る と 、 そ の 熱 に よ っ て 迅 速 に 液 体 冷 媒 ２ ０ が 蒸 気
に 変 化 す る た め 、 結 果 的 に 供 給 ポ ン プ １ １ の 加 熱 を 促 進 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
尚 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 受 熱 部 １ ６ と 放 熱 部 １ ７ の 双 方 の 内 部 に ま で 冷 媒 通 路 １ ８ を 延
設 し て も 良 い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 供 給 ポ ン プ １ １ の 加 熱 を 一 層 促 進 で き る 。 又 、 受
熱 部 １ ６ や 放 熱 部 １ ７ に 配 置 さ れ た 冷 媒 通 路 １ ８ を 純 水 タ ン ク ３ の 外 壁 ５ や 供 給 ポ ン プ １
１ の 外 周 に ま で 開 口 さ せ て 液 体 冷 媒 ２ ０ が 外 壁 ５ や 外 周 に 直 接 触 れ る よ う な 構 造 と し て も
良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ６ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ を 付 設 し た 純 水 タ ン ク ３ と 供 給 ポ
ン プ １ １ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 比 較 し て 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 純 水 タ ン ク ３ の 内 部
で 、 且 つ 、 純 水 ２ が 貯 え ら れ た 内 壁 ６ 内 の ス ペ ー ス に 供 給 ポ ン プ １ １ が 内 蔵 さ れ て い る 点
が 異 な る 。 ポ ン プ 加 熱 手 段 で あ る 熱 輸 送 手 段 が ヒ ー ト パ イ プ １ ５ に よ っ て 構 成 さ れ 、 ヒ ー
ト パ イ プ １ ５ の 受 熱 部 １ ６ は 純 水 タ ン ク ３ の 冷 却 水 通 路 ７ の 壁 部 で あ る 内 壁 ６ に 接 触 さ れ
て い る 。 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 構 成 を 含 め 、 そ の 以 外 の 他 の 構 成 は 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様
で あ り 、 同 一 構 成 箇 所 に は 同 一 符 号 を 付 し て 明 確 化 を 図 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 第 ２ 実 施 形 態 に お い て も 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ が
起 動 さ れ る 場 合 に あ っ て 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 で あ る ヒ ー ト パ イ
プ １ ５ で 供 給 ポ ン プ １ １ が 暖 め ら れ る た め 、 純 水 ２ が 供 給 ポ ン プ １ １ 内 で 凍 結 す る の を 防
止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 供 給 ポ ン プ １ １ は 、 純 水 タ ン ク ３ 内 で 、 且 つ 、 凍 結 し な い よ う に
温 度 管 理 さ れ る ス ペ ー ス に 内 蔵 さ れ る た め 、 暖 め ら れ た 純 水 ２ の 熱 も 供 給 ポ ン プ １ １ が 受
け 、 供 給 ポ ン プ １ １ を 迅 速 に 暖 め る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ７ 及 び 図 ８ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ７ は ヒ ー ト パ イ プ １ ５ を 付 設 し た 冷 却 水
配 管 ２ １ と 供 給 ポ ン プ １ １ の 斜 視 図 、 図 ８ は 図 ７ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ は 、 純 水 ２ を 貯 え る 純 水 タ ン ク ３ と 、 こ の 純
水 タ ン ク ３ 内 の 純 水 ２ を 供 給 先 （ 例 え ば 加 湿 器 （ 図 示 せ ず ） ） に 導 く 純 水 配 管 ４ と 、 こ の
純 水 配 管 ４ の 途 中 に 設 け ら れ た 供 給 ポ ン プ １ １ と を 備 え 、 こ の 供 給 ポ ン プ １ １ の 近 傍 に 冷
却 水 配 管 ２ １ が 配 置 さ れ て い る 。 冷 却 水 配 管 ２ １ 内 を 流 通 す る 冷 却 水 は 、 燃 料 電 池 発 電 シ
ス テ ム １ が 起 動 さ れ る と 、 電 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で 暖 め ら れ る こ と が で き る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 そ し て 、 冷 却 水 配 管 ２ １ と 供 給 ポ ン プ １ １ と は 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 で あ る 熱 輸
送 手 段 の 一 種 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 冷 却 水 配 管 ２ １ の 外 面 に 接 触 さ れ た 受
熱 部 １ ６ と 、 こ の 受 熱 部 １ ６ よ り 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 供 給 ポ ン プ １ １ の ポ ン プ 本 体 部 １
２ の 外 周 に 接 触 さ れ た 放 熱 部 １ ７ と 、 受 熱 部 １ ６ と 放 熱 部 １ ７ と を 連 結 し 、 内 部 に 冷 媒 通
路 １ ８ が 形 成 さ れ た 連 結 部 １ ９ と 、 冷 媒 通 路 １ ８ 内 に 貯 め ら れ た 液 体 冷 媒 ２ ０ と か ら 構 成
さ れ て い る 。 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 熱 伝 導 性 が 非 常 に 良 い 材 料 （ 銅 製 、 ア ル ミ 製 な ど ） に
て 形 成 さ れ て い る 。 受 熱 部 １ ６ と 冷 却 水 配 管 ２ １ の 外 面 と の 間 、 及 び 、 放 熱 部 １ ７ と 供 給
ポ ン プ １ １ の 外 周 と の 間 は 、 ろ う 付 け な ど に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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こ の 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ が 起 動 さ
れ る と 、 電 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で 暖 め ら れ た 冷 却 水 が 冷 却 水 配 管 ２ １ 内 を 流 通 す る 。 こ
の 暖 め ら れ た 冷 却 水 の 熱 が ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 上 述 し た 熱 交 換 メ カ ニ ズ ム に よ っ て 供 給 ポ
ン プ １ １ に 伝 達 さ れ 、 供 給 ポ ン プ １ １ が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以
下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム １ が 起 動 さ れ る 場 合 に あ っ て 、 純 水 ２ が 供 給 ポ ン プ １ １ 内 で 凍
結 す る の を 防 止 で き る 。 又 、 供 給 ポ ン プ １ １ を 加 熱 す る 専 用 の 発 熱 手 段 を 付 設 す る 必 要 が
な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ９ は 上 記 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 変 形 例 の 一 部 断 面 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 こ の 変 形
例 の ヒ ー ト パ イ プ １ ５ は 、 図 ５ と 同 様 の 変 形 例 で あ り 、 受 熱 部 １ ６ の 内 部 に ま で 冷 媒 通 路
１ ８ が 延 設 さ れ て い る 。 冷 却 水 の 熱 が 受 熱 部 １ ６ に 伝 達 さ れ る と 、 そ の 熱 に よ っ て 迅 速 に
液 体 冷 媒 ２ ０ が 蒸 気 に 変 化 す る た め 、 結 果 的 に 供 給 ポ ン プ １ １ の 加 熱 を 促 進 で き る 。 又 、
ヒ ー ト パ イ プ １ ５ の 他 の 変 形 例 と し て は 、 図 ６ と 同 様 の 変 形 例 が 考 え ら れ る 。 そ し て 、 上
述 し た よ う に 、 ヒ ー ト パ イ プ １ １ は 、 受 熱 部 １ ６ と 放 熱 部 １ ７ の 双 方 の 内 部 に ま で 冷 媒 通
路 ２ ０ を 延 設 し た も の と し て も 良 く 、 又 、 放 熱 部 や 受 熱 部 に 配 置 さ れ た 冷 媒 通 路 を 冷 却 水
配 管 の 外 壁 面 や 供 給 ポ ン プ の 外 壁 面 に に ま で 開 口 さ せ て 液 体 冷 媒 が 外 壁 面 に 直 接 触 れ る よ
う な 構 造 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ ０ ～ 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ ０ は 供 給 ポ ン プ １ １ の 斜 視 図 、 図 １
１ は 図 １ ０ の Ｃ － Ｃ 線 （ ポ ン プ 本 体 部 側 ） の 断 面 図 、 図 １ ２ は 図 １ ０ の Ｄ － Ｄ 線 （ モ ー タ
部 側 ） の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム の 供 給 ポ ン プ １ １ は 、 純 水 を 吸 引 し
、 吸 引 し た 純 水 を 圧 送 す る ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と 、 こ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ を 回 転 駆 動 さ せ る
モ ー タ 部 １ ３ と を 有 す る 。 そ し て 、 供 給 ポ ン プ １ １ に は 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 ２ ２ が 付 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ポ ン プ 加 熱 手 段 ２ ２ は 、 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 １ ３ の 外 周 壁 ２ ３ ， ２ ４ を ２ 層 構 造
と す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 流 体 通 路 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ を そ れ ぞ れ 有 し 、 こ の ポ ン プ 本 体
部 １ ２ 側 の 流 体 通 路 ２ ５ ａ と モ ー タ 部 １ ３ 側 の 流 体 通 路 ２ ５ ｂ は 連 結 パ イ プ ２ ６ に よ っ て
連 通 さ れ て い る 。 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ 側 の 流 体 通 路 ２ ５ ａ に は 供 給 側 配 管 ２ ７ が 、 モ ー タ 部
１ ３ 側 の 流 体 通 路 ２ ５ ｂ に は 排 出 側 配 管 ２ ８ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 供 給 側 配 管 ２ ７
か ら は 、 電 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で ０ ℃ よ り 高 い 温 度 に 暖 め ら れ た 流 体 （ 冷 却 水 、 空 気 な
ど ） を 供 給 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム が 起 動 さ れ
る と 、 供 給 ポ ン プ １ １ の 流 体 通 路 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ を 電 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で ０ ℃ よ り 高
い 温 度 に 暖 め ら れ た 流 体 （ 冷 却 水 、 空 気 な ど ） が 流 通 し 、 こ の 暖 め ら れ た 流 体 の 熱 で 直 に
供 給 ポ ン プ １ １ が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 シ ス テ ム
が 起 動 さ れ る 場 合 に あ っ て 、 純 水 が 供 給 ポ ン プ １ １ 内 で 凍 結 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
第 ４ 実 施 形 態 で は 、 供 給 ポ ン プ １ １ の 外 周 部 に 流 体 通 路 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ を 設 け た が 、 ス ペ
ー ス が 確 保 で き れ ば 供 給 ポ ン プ １ １ の 内 部 に 流 体 通 路 を 設 け て も 良 い こ と は も ち ろ ん で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
第 ４ 実 施 形 態 で は 、 供 給 ポ ン プ １ １ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 １ ３ と の 双 方 に 流 体 通
路 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ を 形 成 し た が 、 い ず れ か 一 方 に の み 流 体 通 路 ２ ５ ａ （ 又 は ２ ５ ｂ ） を 設
け て も 良 い 。 但 し 、 第 ４ 実 施 形 態 の よ う に 、 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 １ ３ の 双 方 に 流
体 通 路 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ を 設 け た 方 が 迅 速 に 、 且 つ 、 確 実 に 供 給 ポ ン プ １ １ の 温 度 を 上 昇 さ
せ る こ と が で き 、 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
図 １ ３ 及 び 図 １ ４ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ ３ は 流 体 配 管 ２ ９ を 付 設 し た 供 給
ポ ン プ １ １ の 斜 視 図 、 図 １ ４ は 流 体 配 管 ２ ９ の 巻 付 け 状 態 を 示 す 供 給 ポ ン プ １ １ の 外 周 側
の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 １ ３ に 示 す よ う に 、 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム の 供 給 ポ ン プ １ １ は 、 純 水 を 吸 引 し 、 吸 引 し
た 純 水 を 圧 送 す る ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と 、 こ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ を 回 転 駆 動 さ せ る モ ー タ 部
（ 図 示 せ ず ） と を 有 す る 。 そ し て 、 供 給 ポ ン プ １ １ に は 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 ２ ２ が 付 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ポ ン プ 加 熱 手 段 ２ ２ は 、 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 （
図 示 せ ず ） の 全 外 周 に 亘 っ て 隙 間 な く 巻 装 さ れ た 流 体 配 管 ２ ９ を 有 す る 。 こ の 流 体 配 管 ２
９ は 、 断 面 円 形 状 の 管 で あ り 、 供 給 ポ ン プ １ １ の 外 周 壁 １ １ ａ に 樹 脂 や シ リ コ ン な ど の 伝
導 性 部 材 ３ ０ を 充 填 し て 固 定 さ れ て い る 。 流 体 配 管 ２ ９ に は 、 電 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で
０ ℃ よ り 高 い 温 度 に 暖 め ら れ た 流 体 （ 冷 却 水 、 空 気 な ど ） を 供 給 で き る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の 第 ５ 実 施 形 態 で は 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム が 起 動 さ れ
る と 、 供 給 ポ ン プ １ １ の 外 周 の 流 体 配 管 ２ ９ 内 を 電 熱 ヒ ー タ 、 燃 焼 器 な ど で ０ ℃ よ り 高 い
温 度 に 暖 め ら れ た 流 体 （ 冷 却 水 、 空 気 な ど ） が 流 通 し 、 こ の 暖 め ら れ た 流 体 の 熱 で 直 に 供
給 ポ ン プ １ １ が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、 設 置 場 所 の 温 度 が 氷 点 下 以 下 で 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ
ム が 起 動 さ れ る 場 合 に あ っ て 、 純 水 が 供 給 ポ ン プ １ １ 内 で 凍 結 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
第 ５ 実 施 形 態 で は 、 供 給 ポ ン プ １ １ の ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 （ 図 示 せ ず ） と の 双 方
に 流 体 配 管 ２ ９ を 巻 装 し た が 、 い ず れ か 一 方 に の み 流 体 配 管 ２ ９ を 巻 装 し て も 良 い 。 但 し
、 第 ５ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 ポ ン プ 本 体 部 １ ２ と モ ー タ 部 （ 図 示 せ ず ） の 双 方 に 流 体
配 管 ２ ９ を 巻 装 し た 方 が 迅 速 に 、 且 つ 、 確 実 に 供 給 ポ ン プ １ １ の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が
で き 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
こ の 第 ５ 実 施 形 態 と 前 記 第 ４ 実 施 形 態 と を 比 較 す る に 、 第 ５ 実 施 形 態 は 供 給 ポ ン プ １ １ の
外 周 に 単 に 流 体 配 管 ２ ９ を 巻 き 付 け れ ば 良 い た め 、 実 現 が 容 易 で あ る と 共 に 、 既 存 の 供 給
ポ ン プ に 適 用 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 １ ５ は 上 記 流 体 配 管 ２ ９ の 変 形 例 を 示 す 供 給 ポ ン プ １ １ の 外 周 側 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
こ の 変 形 例 の 流 体 配 管 ２ ９ は 、 断 面 が 偏 平 円 形 状 を 有 し て い る 点 の み が 異 な り 、 こ の 流 体
配 管 ２ ９ で も 前 記 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 が 得 ら れ る 。 尚 、 流 体 配 管 ２ ９ の 断 面 形 状 を 種 々 考
え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
尚 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 は 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ５ 等 の 種 々 の も の を 説 明 し
た が 、 供 給 ポ ン プ １ １ を 加 熱 で き る 手 段 で あ れ ば 良 く 、 上 述 し た 手 段 に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し 、 ヒ ー ト パ イ プ を 付 設 し た 純 水 タ ン ク と 供 給 ポ ン プ
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ を 示 す ヒ ー ト パ イ プ と 供 給 ポ
ン プ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 第 ３ 変 形 例 の ヒ ー ト パ イ プ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 を 付 設 し た 純 水 タ ン ク と 供 給 ポ ン
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プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し 、 ポ ン プ 加 熱 手 段 を 付 設 し た 冷 却 水 配 管 と 供 給 ポ ン
プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ７ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の ヒ ー ト パ イ プ の 変 形 例 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 供 給 ポ ン プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ ０ の Ｃ － Ｃ 線 （ ポ ン プ 本 体 部 側 ） の 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ ０ の Ｄ － Ｄ 線 （ モ ー タ 部 側 ） の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 し 、 流 体 配 管 を 付 設 し た 供 給 ポ ン プ の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 し 、 流 体 配 管 の 巻 付 け 状 態 を 示 す 供 給 ポ ン プ 外 周 側
の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 流 体 配 管 の 変 形 例 を 示 し 、 流 体 の 巻 付 け 状 態 を 示 す 供
給 ポ ン プ 外 周 側 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 例 の 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム
２ 　 純 水
３ 　 純 水 タ ン ク
４ 　 純 水 配 管
５ 　 外 壁 （ 冷 却 水 通 路 の 壁 部 ）
６ 　 内 壁 （ 冷 却 水 通 路 の 壁 部 ）
７ 　 冷 却 水 通 路
１ １ 　 供 給 ポ ン プ
１ ５ 　 ヒ ー ト パ イ プ （ ポ ン プ 加 熱 手 段 ， 熱 輸 送 手 段 ）
１ ６ 　 受 熱 部
１ ７ 　 放 熱 部
１ ８ 　 冷 媒 通 路
１ ９ 　 連 結 部
２ ０ 　 液 体 冷 媒
２ １ 　 冷 却 水 配 管
２ ２ 　 ポ ン プ 加 熱 手 段
２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ 　 流 体 通 路
２ ９ 　 流 体 配 管
３ １ 　 電 気 ヒ ー タ （ ポ ン プ 加 熱 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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